2022/1/1版(2022/3/31修正)
トナー、インク、または固形インク等(色材)中の有害物質に関する証明書記入表155-7、記入表132-6、記入表142-6　

日　 付：２０　　年　　　　月　　　　日
企業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役職・責任者・担当者名【本証明書の記載者】：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail(E-mailがない場合TEL)：                            
色材の名称：　　　　　　　　　　　　
色材に使用する物質について、下表のとおり証明します。
	区分
	対象物質
	適合状況

	REACH規則等
	· (EC)No.1272/2008　Annex VIの表3の発がん性(Carc.)の1A、1Bおよび2に分類される物質(H350：発がんのおそれ、H350i：吸入による発がんのおそれ、H351：発がんのおそれの疑い*)
· (EC)No.1272/2008　Annex VIの表3の生殖細胞変異原性(Muta.)の1A、1Bおよび2に分類される物質(H340：遺伝性疾患のおそれ、H341：遺伝性疾患のおそれの疑い)
· (EC)No.1272/2008　Annex VIの表3の生殖毒性(Repr.)の1A、1Bおよび2に分類される物質(H360：生殖能または胎児への悪影響のおそれ、H361：生殖能または胎児への悪影響のおそれの疑い)
※REACH規則第59条1項に記載のリスト(いわゆるSVHC候補リスト)に掲げられた物質は対象に含まれる
*トナーに使用される酸化チタンについては、2021年10月1日以降も添加を認める。ただし、2022年10月1日以降に新規申込を行う機器にあっては、トナー中の空気動力学的粒径(Aerodynamic diameter)10μm以下の酸化チタンが1%未満である

調査時点で適用されている最新バージョンで確認を行うこと。また、調査時と申込時で最新バージョンに違いがある場合には、1年以内に調査したものであること。なお、技術的に使用することが不可避な物質で、かつ直ちに代替することが困難な場合には根拠資料を提出すること。審査委員会で使用することがやむを得ないと認められた場合には、当該物質については本項を適用しない。
	処方構成成分として
□添加なし(酸化チタンの使用なし)
□添加なし(酸化チタンの使用はあるが、*項に適合する)
□酸化チタン以外で、添加はあるが、技術的に使用が不可避であり、かつ直ちに代替が困難である
□添加あり

CLP規則のバージョン
（第＿次ATP）
SVHC候補リストのバージョン
(第　 次: 20　 年  月公表)

添加ありの場合
物質名：[　　　　　　　　　　　　]
CAS　No.[　　　　　　　　　　　]

	
	[bookmark: _GoBack](EC)No.1272/2008のAnnex Iに定められた危険有害性カテゴリSTOT SE1、SE2、RE1、RE2に分類されない
· 特定標的臓器有害性、単回暴露(STOT SE1)　H370：臓器の障害
· 特定標的臓器有害性、単回暴露(STOT SE2)　H371：臓器の障害のおそれ
· 特定標的臓器有害性、反復暴露(STOT RE1)　H372：長期にわたる、または反復暴露により臓器の障害
· 特定標的臓器有害性、反復暴露(STOT RE2)　H373：長期にわたる、または反復暴露により臓器の障害のおそれ
	処方構成成分として
□添加なし/□添加あり

	重金属
	カドミウムおよびその化合物　　鉛およびその化合物
水銀およびその化合物　　　　　六価クロム化合物
ニッケルおよびその化合物(色材として分子量の大きいニッケルの錯化合物は除く)
	処方構成成分として
□添加なし/□添加あり

	
	例えば、コバルト、ニッケル酸化物および有機スズ化合物のような製造に起因する重金属の不純物は、技術的に可能で、かつ経済的に可能な限り低く抑えること(最小化の要請)
	最小化の要請
□満たす/□満たさない

	アゾ着色剤
	分解によって生成してはならないアミンリスト
	左記のアミンを生成する
アゾ着色剤の
□使用なし/□使用あり

	
	4-アミノジフェニル
ベンジジン
4-クロロ-o-トルイジン
2-ナフチルアミン
o-アミノアゾトルエン
2-アミノ-4-ニトロトルエン
p-クロロアニリン
2,4-ジアミノアニソール
4,4’-ジアミノジフェニルメタン
3,3’-ジクロロベンジジン
3,3’-ジメトキシベンジジン
	3,3’-ジメチルベンジジン
3,3’-ジメチル-4,4’-ジアミノジフェニルメタン
p-クレシジン
4,4’-メチレン-ビス-(2-クロロアニリン)
4,4’-オキシジアニリン
4,4’-チオジアニリン
o-トルイジン
2,4-トルイレンジアミン
2,4,5-トリメチルアニリン
o-アニシジン
4-アミノアゾベンゼン
	

	殺虫・殺菌性物質
	「殺生物製品の市場での入手と使用を可能とすることに関する2012年5月22日付の欧州議会および理事会規則(EU)No528/2012」のAnnex Iにリストされ、製品分類6に該当する殺虫・殺菌性物質のみを処方構成成分として添加している。
ただし、リストされていない物質を使用する場合には、当該指令に基づいて承認申請が提出されていれば添加は許されるが、不認可が決定された場合にはその限りではない。
	殺虫・殺菌性物質の
□使用あり/□使用なし

	
	
	使用ありの場合、以下記入のこと
　□Annex　Iにリストされた成分のみを添加している。
　□Annex　Iにリストされていない成分がある
　　→□提出あり/□提出なし・不許可
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2022/1/1 版 (2022/3/31 修正 )   トナー、インク、または固形インク等 ( 色材 ) 中の 有害物質に関する証明書   日     付： ２０    年      月      日   企業名：                                                        役職・責任者・担当者名 【本証明書の記載者】 ：                                                 E - mail(E - mail がない場合 TEL) ：                                 色材の名称：                色材に使用する物質について、下表のとおり証明します。  

区分  対象物質  適合状況  

REACH 規則等  ・   (EC)No.1272/2008   Annex VI の 表 3 の発がん性 (Carc.) の 1A 、 1B および 2 に分類される物質 (H350 ：発がんのおそれ、 H350i ：吸入による発 がんのおそれ 、 H351 ：発がんのおそれの疑い * )   ・   (EC)No.1272/2008   Annex VI の 表 3 の生殖細胞変異原性 (Muta.) の 1A 、 1B および 2 に分類される物質 (H340 ：遺伝性疾患のおそれ 、 H341 ：遺 伝性疾患のおそれの疑い )   ・   (EC)No.1272/2008   Annex VI の 表 3 の生殖毒性 (Repr.) の 1A 、 1B および 2 に分類される物質 (H360 ：生殖能または胎児への悪影響のおそれ 、 H361 ：生殖能または胎児への悪影響のおそれの疑い )   ※ REACH 規則第 59 条 1 項に記載のリスト ( いわゆる SVHC 候補リスト ) に掲げられた 物質は対象に含まれる   * トナーに使用される酸化チタンについては、 2021 年 10 月 1 日以降も添加を認める。た だし、 2022 年 10 月 1 日以降に新規申込を行う機器にあっては、トナー中の空気動力 学的粒径 (Aerodynamic diameter)10 μ m 以下の酸化チタンが 1% 未満である     調査時点で 適用 されている最新バージョンで確認を行うこと。また、調査時と申込時で 最新バージョンに違いがある場合には、 1 年以内に調査したものであること。 なお、技術 的に使用することが不可避な物質で、かつ直ちに代替することが困難な場合には根拠資 料を提出すること。審査委員会で使用することがやむ を得ない と認められた場合には、 当該物質については本項を適用しない。  処方構成成分として   □添加なし ( 酸化チタンの使用な し )   □添加なし ( 酸化チタンの使用は あるが、 * 項に適合する )   □ 酸化チタン以外で、 添加はある が、技術的に使用が不可避であ り、かつ直ちに代替が困難である   □添加あり     CLP 規則のバージョン   （第＿次 ATP ）   SVHC 候補リストのバージョン   ( 第     次 : 20     年    月公表 )     添加ありの場合   物質名： [              ]   CAS   No.[             ]  

(EC)No.1272/2008 の Annex I に定められた危険有害性カテゴリ STOT SE1 、 SE2 、 RE1 、 RE2 に分類されない      特定標的臓器有害性、単回暴露 (STOT SE1)   H370 ：臓器の障害      特定標的臓器有害性、単回暴露 (STOT SE2)   H371 ：臓器の障害のおそれ      特定標的臓器有害性、反復暴露 (STOT RE1)   H372 ：長期にわたる、または反復暴 露により臓器の障害      特定標的臓器有害性、反復暴露 (STOT RE2)   H373 ：長期にわたる、または反復暴 露により臓器の障害のおそれ  処方構成成分として   □添加なし / □添加あり  

重金属  カドミウム およびその化合物    鉛 およびその化合物   水銀 およびその化合物       六価クロム 化合物   ニッケルおよびその化合物 ( 色 材 として分子量の大きいニッケルの錯化合物は除く )  処方構成成分として   □添加なし / □添加あり  

例えば、コバルト、ニッケル酸化物および有機スズ化合物のような製造に起因する重金 属の不純物は、技術的に可能で、かつ経済的に可能な限り低く抑えること ( 最小化の要 請 )  最小化の要請   □満たす / □満たさない  

アゾ着 色剤  分解によって生成してはならないアミンリスト  左記のアミンを生成する   アゾ着色剤の   □使用なし / □使用あり  

4 - アミノジフェニル   ベンジジン   4 - クロロ - o - トルイジン   2 - ナフチルアミン   o - アミノアゾトルエン   2 - アミノ - 4 - ニトロトルエン   p - クロロアニリン   2,4 - ジアミノアニソール   4,4’ - ジアミノジフェニルメタン   3,3’ - ジクロロベンジジン   3,3’ - ジメトキシベンジジン  3,3’ - ジメチルベンジジン   3,3’ - ジメチル - 4,4’ - ジアミノジフェニルメタン   p - クレシジン   4,4’ - メチレン - ビス - (2 - クロロアニリン )   4,4’ - オキシジアニリン   4,4’ - チオジアニリン   o - トルイジン   2,4 - トルイレンジアミン   2,4,5 - トリメチルアニリン   o - アニシジン   4 - アミノアゾベンゼン  

殺虫・殺 菌性物 質  「殺生物製品の市場での入手と使用を可能とすることに関する 2012 年 5 月 22 日付の欧州議会および理事会規則 (EU)No528/2012 」の Annex I に リストされ 、製品分類 6 に該当する 殺虫・殺菌性物質のみを処方構成成分とし て添加している 。   ただし、リストされていない物質を使用する場合には、当該指令に基づいて承 認申請が提出されていれば添加は許されるが、不認可が決定された場合には その限りではない。  殺虫・殺菌性物質の   □使用あり / □使用なし  

使用ありの場合、以下記入のこと     □ Annex   I にリストされた成分 のみを添加している。     □ Annex   I にリストされていな い成分がある      →□提出あり / □提出なし・不許可  

以上  

記入表 155 - 7 、記入表 132 - 6 、記入表 142 - 6    

